
協会情報

　当協会広島県支部は、

2007 年度より広報活動の

一環として毎年、医療機

関関係者を対象に医業経

営セミナーを開催してお

り、本年も 3 月 26 日（木）

に「平成 26 年度医業経

営セミナー」を広島クリスタルプラザで開催した。

　講演は第一部「医療人のやりがいをもたらす

コーチング流チームマネジメント」（和歌山県立

医科大学附属病院元院長・同大名誉教授、畑埜ク

ロスマネジメント代表 畑埜義雄氏）と第二部「広

島県の医療政策の現状と今後の展望等」（広島県

健康福祉局医療政策課課長 坂上隆士氏）の 2 題。

　畑埜氏は麻酔科医として医療に携わってきた経

験から「医療人のやりがいをもたらすコーチング

流マネジメント」を解説した。医療とは多くの専

門職がチームとして患者にかかわるにもかかわら

ず、いまだに医師の一部はパターナリズムから抜

けきれず、すべての職種が医師の指示・命令の下、

治療のために行動すべきと考えている。これはか

つて、ICU が日本に導入されたとき Care（医療）

を Cure（治療）と誤訳したことに端を発すると

指摘。これでは治療人（医師）以外は “ やりがい ”

を見いだすことはできない。しかし、チーム医療

は治療とケアが対等で、相互に補完し合うもの。

チーム力を向上させるには人材開発技法の 1 つ

であるコーチングの採用が有効、などとアドバイ

スした。

　当日は地元広島の経済レポート社が取材に訪

れ、畑埜氏の講演が記事にまとめられた（下記参

照）。これは当協会広島県支部の活動が充実して

きたことの証左といえる。われわれ医業経営コン

サルタントの活動内容を医療機関関係者のみなら

ず広く国民に啓発していく方法としても効果的で

あることから、他支部でも参考にしていただけれ

ば幸いである。� （本部広報委員　藤井 康彦）

広島県支部医業経営セミナーに地域経済誌が注目報告

畑埜　義雄 氏　

セミナーの様子は「経済レポート」
（4 月 7 日号）に取り上げられた
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